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序文

文化財の保護，保存が国民的課題として重要視され，

貴重な文化遺産を守る活動が活発になってきたことは誠

によろこばしいことてれあります。

中でも埋蔵文化財については，土に埋もれ包蔵地すら

はっきりしないことが多し知らないまま開発されると

いう危険が高いものであります。

このたび県文化課の指導の基に，佐束土地改良区の理

解ある協力を得て，茶園造成工事に先立ち，関係者の周

到な準備のもとに，本町にとって初めての本格的な発掘

調査が実施されました。この事業をとおして菊川流域に

散在する横穴群の一部から郷土の大昔の人々の生活が少

しずつ明らかにされてきました。

おかげで¥郷土に対する認識が一層深まり "郷土を愛

し， 美 しい自然を大切にしながら開発が行われ理想とす

る町づくりに前進できる"ことをうれしく思います。

ここに盛夏の中を発掘調査にたずさわっていただいた

発掘調査の関係者，関係諸機関，佐束土地改良区の皆様

に感謝申し上げ、るとともに，本書が資料として，お役に

立てていただければ幸いであります。

昭和63年3月

大東町教育長 青 野行雄



例 E

1 .本書は県営農地開発事業(大東町佐束南地区) に先立つて調査された， 静岡

県大東町岩滑字山田177-2に所在する岩滑松ヶ谷横穴(1基) と同町岩滑宇

山田545-2に所在する岩滑清水ヶ谷横穴群(3基)の発掘調査報告書である。

2. 調査には，岩滑松ヶ谷横穴が昭和62年 7月4日から 7月8日まで，岩滑清水

ヶ谷横穴群が昭和62年 8月6日から16日までを費やし，大東町教育委員会が

主催 して実施 した。

3. 発掘調査は渡辺康弘(早稲田大学史学資料室)が担当者となり，調査に際し

ては進藤敏雄，小沢重雄(以上，早稲田大学大学院修士課程)，小泉龍人，

水野敏典(以上，早稲田大学学生)，渡辺幸弘の諸君の応援を得た。また佐

束南土地改良事務所には調査にあたっての全面的な協力を得た。

4. 出土 した遺物等の整理は渡辺が中心におこない，進藤，小、沢，小泉，水野，

遠藤雅裕(早稲田大学学生)の協力を得た。

5. 本書の執筆は以下のように分担して行った。

川 口 功(大東町教育委員会社会教育課長)ぃ

渡辺康弘 ・・・一...................... 2， 4 A， 4 B 2 )・ 3)，4C， 5B， 5C 

五島康司(静岡県教育委員会文化課) …………………・…ー……………ー・ 3 

進藤敏雄 一一…………………………・・・一……・・…・-……..…ー… 4 B 4) 

小沢重雄 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4Bl)， 5A 

6. 本書発行までの一切の事務は大東町教育委員会社会教育課が行った。

また全ての発掘資料は大東町教育委員会が保管している。

発掘調査参加者 佐束南土地改良区理事長石川安久理

同 副理事長鈴木 賓

同 理事鈴木 照男

同 理事鈴木久雄

同 理事鈴木唯一

同 理事鈴木辻一

同 理事森屋孝道

同 理事 j屋美光雄

同 理事春田啓司

同 理事大橋 稔

同 理事石川武夫

同 事務局長大村晴郎

同 事務局 綱取峰平

大東町教育委員会教育長青野行雄

同 社会教育課長川口 功

同 課長補佐深川 エEヨロ

同 社会教育主事松下
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岩滑清水ケ谷横穴群・岩;骨松ケ谷横穴発掘調査報告書

1 .調査に至る経緯と調査の目的

大東町に存在する横穴は菊川流域横穴群(平野吾郎ほか 『遠江の横穴群』 静岡県教育委員会 1983)

の一部として確認されているもので，今回調査が実施されたものは佐束川の流域に分布する横穴群の一

部て 「城山横穴群」 として

存在が知られているところ

で、ある。

本横穴群は戦時中に開墾

された段丘の畑及び茶畑と

して耕作されていたところ

であり ，佐束地域の茶園造

成工事tして地区内の山林

原野を含めて地区面積76ha，

受益面積55.5haの農地造成

工事が昭和61年度県営農地

開発事業として計画された。

計画時点に於いて，佐束

南土地改良区より，町教育

委員会に対し，協力方の要

請がなされ，計画地域につ

いて検討がされた。数度に

亙る 県文化課，中遠農林事

務所，佐東南土地改良区，

町教委との協議の結果，清

水ヶ谷横穴群については受

益区域がどうしても狭くな

り，土地改良区に編入しな

いと事業が成立しないこと

から，やむを得ず調査箇所

とした。また，字名が清水

ヶ谷であることから，従来

の 「城山横穴群」を 「清水

ヶ谷横穴群」と改称した。

更に八ツ谷横穴群(平野

吾郎はか『遠江の横穴群J

静岡県教育委員会 1983) 

については造成地が隣接し

ていることから，横穴群に 第 1図位置図
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影響の少ない範囲まで計画区域の変更を要請した。

佐東南土地改良区としては工事面積が広いため，

5工区にわけで工事が実施される。当該地は山田

工区に属し， 62年度よりの工事実施区域となった。

本調査にあたり，山田工区全域にわたる予備調

査を県文化課の指導を得て実施し万全を期するこ

とにした。

2 .環境

小笠山塊に当たる佐束の地域には，佐束川に向

かつて複雑に開析された痩せ尾根の台地とその谷

間の小平野が発達 している。多くの場合，このよ

うな台地の南側斜面には比較的小規模な横穴群が

散在しているのが確認されてきている。本横穴群

もそうした散在する横穴群の一単位群である。

丘陵を越えて東側には菊川町内の横穴群が，北

側には大東町¥鳥見ヶ谷横穴群9基以上が，隣接す

る南側の台地には岩滑八ヶ谷横穴群20基以上があ

って， また佐束川の下流には大規模な毛森山横穴

群(消滅)が位置していて，横穴群分布域のひと

つの集中域に属 していると言えそうである。今回

第 2図周辺環境図 今回の分布調査で初めて確認された岩滑松ヶ谷

横穴は，丘陵の背から約 3m L:i:ど下がった東斜面に占地する単独横穴である。群を形成しない点もさる

ことながら，従来の占地地形か ら外れたあり方は今後の詳細な分布調査の必要性を説いているようであ

る。また，岩滑清水ケ谷横穴群については調査着手前に既に 1， 2号横穴が閉口 していたが 3号横穴

は同じく分布調査で確認できた横穴である。この横穴群は西に向かつて張り出した舌状台地の先端近く

に位置し，さらに詳細に地形を観察する と，僅かに独立丘陵状に高まり をみせる箇所の項部近くの南側

斜面に占地している。以上の横穴は共に丘陵の高所にある点に注目 したい。

こう した横穴の被葬者層の住居跡等の検出は，今後活発になされる平野部の調査に期待されるところ

が大であると言えよう。
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3 .予備調査

踏査の結果横穴確認調査を必要とする 6 地点 (A~

F地点・第 3図)が設定された。また遺物の散布地及

び古墳等は確認できなかったが，山尾根及び平坦部の

確認調査を数箇所 (G~K地点)設定した。

確認調査の結果 清水ヶ谷地点，富ケ谷地点てや新たな

横穴が確認されたが， f也の地点てやは横穴は確認できな

かった。また山尾根及び平坦部での確認調査は 2mグ

リット 及び トレンチを設定 して実施したが，遺物及び

遺構は検出されなかった。

清水ヶ谷地点てやは既に閉口していた横穴が 2基存在

していたが，その西側 5m及び20mの山肌守削り岩盤

を出して調査 した。その結果，開口横穴の東側 4mの

ところで，横穴の墓道部と考えられる l幅1.5m，高さ

1.8mのV字状断面が検出された。暗褐色土層が安定

して堆積していることから，未開口の横穴であること

が予想された。

宮ケ谷地点では丘陵の山項東側斜面で一部閉口した

横穴を確認し， その横穴付近は急傾斜地であり安全を

確保しながら山肌を10m程自IJり調査したが他の横穴は

確認できなかった。この下の段については調査を実施

することはできなかったが，造成工事直前に重機によ

り確認調査を実施することになった。

予備調査の終了にあたり 山の中を共に登り降り し

て精力的な調査をして下さった佐束地区の方々， そし

て，社会教育課長，課員の方々に感謝すると共に，今

は雑木におおわれた丘陵ごとに L、〈重にも巡らせてあ

った段々畑を造った先人の労苦を偲びたいと思う。

4 .発掘調査

A.調査の経過

1 )岩滑松ケ谷横穴(昭和62年 7 月 4 日 ~7 月 8 日)

4日 発掘調査を開始した。まず羨道部と墓前域

の排土から着手し，墓道と開口部の封鎖状

態がほぼ確認された。

5日 墓前域の一部を残してはば排土を完了する。

玄室内か ら鉄製品や土師器が出土する。

6日:仮原点を設定して実測作業に入札封鎖部

を残して完了する。

7日;玄室内遺物出土状態の写真撮影後取り上け、

3 

/ 

/ 

〆
〆

一一山田 I区境

C二コ横穴確認調査地点
A 宮ケ谷北

B 宮ケ谷

c 堂ヶ谷
B 清水ヶ谷北
E 清水ヶ谷
F 八ヶ谷
・試揖グリット I~K

日 1OOm

第 3図 予備調査調査区配置図

確認調査風景



て，封鎖石の実測，除去を開始する。

8日:封鎖石の除去が終了。午後には玄室床面を精査，玉類が出土し追葬を確認した。

2 )岩滑清水ケ奇横穴群(昭和62年 8 月 6 日 ~16 日)

6日:[ 1号横穴]墓前域の排土に着手。その前端が削平されている ことを確認する。

[ 2号横穴]墓前域を排士して，長大な墓道を確認する。

[ 3号横穴]墓道部分の排土をおこない，封鎖部が完存し，未盗掘の横穴であると確認する O

7日:[ 1号横穴]封鎖石の下部が残存していることを確認する。

[ 2号横穴]墓前域と玄室内を排士。

[ 3号横穴]墓前域と封鎖部を排土し，封鎖部の写真撮影をする。

8日:[ 1号横穴]封鎖石の実測を開始し，玄室内の排土に着手する。

[ 2号横穴]玄室内を精査し，平面実測図を作成。

[ 3 号横穴]封鎖部の実ì~IJ作業に着手する。

9日:[ 1号横穴]封鎖部写真撮影。封鎖部の解体。玄室床面から万子と土師器高原が出土する。

[ 2号横穴]玄室と墓前域の実測作業を進める。

[ 3号横穴]封鎖部の解体を実測と平行しておこなう。

10日:[ 1号横穴]封鎖部の実測を完了する。

[ 2号横穴]実測作業主?進める。

[ 3号横穴]封鎖部に関わる作業を終了する。玄室内の排土に着手し，須恵器が出土する。

5m 

第 4図清水ケ谷横穴群環境図
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11日:現地説明会を開催する。

[ 1号横穴]遺物出土状態写真を撮影し，遺物を取り上げる。

[ 3号横穴]ベソレトコンベアを設置し，大量の玄室内埋土を排土する。

12日:[ 1号横穴]墓前域の実測作業をおこなう。

[ 3号横穴]玄室内の排士作業主?進め，喋床を確認し，馬具や玉類が出土する O

13日:全体写真を撮影する。床面覆土の水洗選別にかかる。

[ 1号横穴]実測図を補足する。

[ 2号横穴]補足調査。

[ 3 号横穴] 玄室内遺物出土状態実測図を作成。墓前域の実ì~IJ をおこなう。

14日:[ 1号横穴]玄室壁面の工具痕調査。

[ 3号横穴]玄室実測図を作成。

15日:[ 1号横穴]調査完了。

[ 2号横穴]調査完了。

[ 3号横穴]実測図の補足作業。

16日:[ 3号横穴]墓道の延長部を確認して，調査をヶ完了する。

B.検出された遺構

1) 1号横穴

調査着手時の状態 今回発掘調査された 3基の横穴のうち本横穴li，佐束川に向けて開析された小

支谷の入口に住置する。また， f也の 2基よりも低いレベルに閉口していて，関口部床面は海抜約20mに

位置する。

本横穴は，開墾によって天井部及び墓前域の一部が削平され，遺構の残存状態は良好とはし、えない O

調査着手時には， 床面には天井部から流入したと思われる土砂が20cm~30cm堆積し，奥壁面にはその時

のツノレハシの痕跡が認められた。

玄室・ 羨導部 本横穴の主軸はN-140-Wを指す。玄室の平面形はフラスコ形をなし，長軸長2.41m，

短軸長2.32m，玄室の最大高は1.41mを測る。また横断面形は蒲鉾形を呈し，天井と側壁の境界は不明

瞭である。床面のレベノレは奥壁と開口部で6cm程の落差を有する。さらに開口部近くの両側に I幅1O~20

cm，深さ 3cm はどの排水溝が設けられている。

羨道部は長さO.59m，幅O.71mを測る。天井部と側壁面 との境は明瞭であり ，東側壁で高さO.82m，

西側壁高O.75m七日IJる。東壁は内傾し， 天井部はアーチ状である。また羨道部断面形は総じて歪んだ台

形をなす。開口部と 玄門部は主軸に直交するl幅13cm，深さ 4cm及び幅25cm，深さ 1~ 5 cmのj葺がそれぞ

れ掘られ，玄室と墓前域を区画する。さらに玄門部側では，さきの溝に併せて両側の壁が13cm程掘り込

まれており，板のような物で仕切られた可能性がある o これと類似した区画施設を菊川町東平尾横穴群

橋本ヶ谷支群3号横穴に見ることができる。

工具痕の観察 玄室左側壁の天井近くと羨道左側壁に ， 仕上げに用いられた幅12cm を ì~IJ る U字形鍬

先の跡が観察された。また天井部には|幅2.O~2 . 2cm を ì~ IJ る子斧の打ち込みの痕跡が見えた。

墓前域 墓前域は前述のごとく末端を欠くが台形に広がり 玄室側てや一辺2.88m，残存部で長さ2.34m

を測る。墓前域の壁は緩やかに傾斜して墓道に達するが，西側てやは途中O.6mXO.4mの平坦部を持つ。

墓道は50~70cmの幅で若干西に偏して延び，途中 2 箇所に段を持つ。また第 2 段目付近に主軸に平行

して，幅30cm，深さ 3cmの溝があるが，その長さはO.55mはどを測る。排水溝とも思われず，その性格

は不明である。

~5 
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第 5図 清水ケ谷横穴群 1号横穴実測図
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封鎖部 開口部は石積みによって封鎖されていたが，基底部にあたる 2~3 段が残存しているに過

ぎなかった。封鎖に使用された石材は横長の円礁が主体となる。封鎖の子順は第 l段に円礁を主軸に平

行して並べ，第 2段には主軸に直行して置き，これを交互に積んだと考えられる。第 1段の封鎖石の最

前列の石は，開口部の溝に沿って置かれていた。

出土遺物 本横穴からは第13図に示した万子 I点，須恵器時身 1点，土師器高I不2点が出土した。

万子は玄室床面のはぼ中央から出土し， この玄門部側の床面から須恵器杯身が，また刀子の奥壁寄りか

ら土師器高坪2点が出土した。そしてこれらの土器と比較して，既に採集されて公民館に保管されてい

た須恵器蓋と今回の須恵器杯身がセットとなり，土師器高士不が本横穴出土例と形態・焼成が一致するこ

tから，本横穴に納められた遺物であることが判明した。

2) 2号横穴

調査着手時の状態 本横穴は 3基の横穴のうち中央に位置し，開口部のレベルも中位に位置して

し、る。

本横穴は，開墾によって開口部と墓前域が削平されていたものの，玄室内は倉庫に使われていたが，

残存状態は良好であった。従って，調査着手時には，玄室内への土砂の流入は少なし墓道も床面が残

存 している程度であった。

玄室・羨導部 本横穴の主軸はN-5 o_wをとる。玄室の平面形はフラスコ形をなし，長軸長2.79m，
短軸長2.11m，玄室の最大高は1.10mを測る。また横断面形は蒲鉾形を呈し，天井と側壁の境界は不明

瞭である。床面から40cm上方の側壁が膨らみ，床面のレベルは奥壁と開口部てや25cm程が認められ，比較

的急な{t貫主ヰを有する。

墓道に残存する封鎖石の玄室側が墓道幅削成じていて，また開口部か ら奥壁に向かつて長さ 1m入っ

たあたりがその玄室側壁線の屈曲から羨道部と認めてよし長さは1.55mをiRlJる。そしてこの羨道部の

玄室側には|幅10cm程の排水溝が両壁に沿って設けられている O

工具賓の観察 玄室奥壁と床面の奥半部分には幅1.5cm を ì~IJ る打ち込みの手斧の痕跡、が見え，天井

部の右側壁近くにはこの粗採り後にU字形鍬先を使っ て仕上け、が施された ことが分かる。また左玄門部

を見ると，玄門稜線の両側には奥に向かつて斜めに下がる手斧の痕跡が，さらに同天井部には開口部か

ら奥に向かつての手斧の痕跡が見えた。共に |隔3.2cm 会 ì~ IJ る。

墓前域 墓前域は前端を欠いていて残存長4.12mを計測するが，その長さははっきりと計測できな

い。八の字状に前方が聞き，墓前域の形態はその長大な墓道からも 3号横穴のそれに類似していたと考

えている。さらに墓前域の右前端部は 1号横穴によって削平されている O

墓道は50~60cmの!隔て直線的に延び，途中 2 箇所にクラックによる段差を持つ。

封鎖部 開口部に想定した部分に 4点の河原石が床面に接して残されていた。

出土遺物 本横穴から遺物の出土はなかった。

3) 3号横穴

調査着手時の状態 本横穴は未開口の横穴であり ，確認調査で発見されるまではその存在が知られ

ていなかった。 3基の横穴のうち谷奥側に位置し開口部のレベルも最も高い位置にある。

本横穴は，開墾によって墓道の中間部が削平されていたものの，封鎖部と玄室は完存していた。ただ

封鎖部内側の天井がひび割れしていて調査中に崩落し，その形態を理解することはできなかった。

調査着手時には，玄室内への土砂の流入は少なし玄室内の土器の一部は頭を覗かせていた。

玄室・羨導部 本横穴の主軸はN-210-Wをとる。玄室の平面形はフラスコ形を呈し，長軸長2.76m，

8 
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短軸長1.98m，玄室の最大高は1.37mをiRIJる。また横断面形は蒲鉾形を呈し，天井と側壁の境界は不明

瞭である。床面のレベルは奥壁と開口部て、'30cm程が認められ，玄室内での床面傾斜は一旦玄門部で平坦

になって墓道に連絡する。

玄室の内部は，全面が粘性の高い貰褐色土で貼床されていたが，第 8図に示したように，特に奥半部

は直径 2cm程に至らな L、小喋とベンガラと 思われる赤色顔料で貼られていた。また，奥壁の右半には高

さlOcm程の棚状の壇をつくり，奥壁に接して床から16cm浮いて 2点の河原石が，また玄室左半の中程に

も2点の河原石が据えられていた。これは床面から浮いているこ tから棺座石ではなし棺支え石であ

り，奥壁の壇状のっくりた、、しを棺の側面において第8図のように木棺の位置を?推定した。

羨道部は長さl.02m七日IJる。そ して羨道部左壁に接 して幅lOcm程，長さ40cmの排水溝が設けられてい

る。

工具寵の観察 幅ははっきりしないが打ち込みの手斧の痕跡が左側壁に見え，その後を天井から放

射状に下がる U字形鍬先を使つての仕上げが施されている。また左側壁の中程には左下がり (開口部か

ら奥へ向かつて下がる)のU字形鍬先を使つての仕上げも観察された。

-10← 



墓前域 墓前域は前端を欠いていて残存長2.74m，幅

2.04m ~計測する。その長さは前端が削平されているためは

っきりしないが，せりだした山の部分だけが雛壇を有する墓

前域に切 り通し状に整えられていたと考えられる。そして墓

前域の左壁だけを雛壇状に造っていることは，西にカーブし

ながら連結している墓道からの視線を意識しての所作である

と考えられる。また墓道は，恐らく 2号横穴の前面で 1， 2 

号横穴の墓道と集合していたと想像 している。

墓道は開口部てや床面!幅72cm，墓前域前端で24cmを測 り，直

線的に延び，途中 2箇所に階段を造っている。

封鎖部 河原石を裾が広がるように積んだ封鎖石が完存

していた。開口部を項点とし，床面ての長さ1.36m，高さ90

cm程度の範囲に積まれて，石は小口積みを原則!とし，石だけ

を用いて， しかも隙間なく手責んでし、た。

出土遺物 本横穴からは須恵器27点と，勾玉，管玉，切

包あ
t歪~

子玉，ガラス小玉の玉類及び轡等の鉄製品が出土している。 第 9図

J 

ぃぶムヌる沼〉

Jd三三

0 IOcm 
同高函

これらの出土状態を第 8図に示した。 清水ケ谷横穴群 3号横穴轡出土状態実測図

須恵器:左玄門部付近から出土した一群については図版でも確認できるように，入れ子状態のものが

みられる事，全ての須恵器が床面から浮いて出土 し，その浮き方は開口部方向が高(，奥壁方向が低く

なっている事から，棚の上に片付けられていたと推定される。また曜については棺に隣接 して置カ通れて

いた事が分かる。

玉類 原位置を保って出土 したものは少な

し貼り床土の水洗選別によって得られたも

のが多い。それでも出土位置は，推定できた

棺の軸方向 とは異なる方向に延びていること

が分かる。従ってこれは棺の配置が違ってい

る可能性を残 していると 言えよう。ただ，そ

のように考えてもその出土範囲は広く単に頚

飾りだけに玉が結び付けられていたと考える

だけでは不十分であろう。

轡 .右玄門部付近の床面から出土 している。

鉄製品:小さな棒状の鉄製品や環状の鉄製

品があるが，共に水i先選別で得られた遺物で

あり，その出土位置は不明である。

4 )岩;骨松ケ谷横穴

調査着手時の状態 本横穴は既に閉口 し

ていて，開口部が最大幅 1mを測るほどに拡

張されていた。開口部上端から下約40cmの部

分まで士が流入 しており，玄室内もほぼ同 じ

レベノレまで埋没 していた。また，墓前域は畑
第10図 松ケ谷横穴環境図
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第12図 松ケ谷横穴封鎖部実測図

地として利用されていたためその上部は開口部に及んで削平され，完全に埋没していた O

玄室・羨道部 本横穴は主軸方向をN-72.5'-Wにとる O 玄室平面形は，墓道の主軸方向に対 し

て玄室の長軸が斜交する楕円形を呈し，床面で短軸長1.17m，長軸長2.32mJé ì~ IJ る。立面形はドーム形

て二天井部と壁面の境界は不明瞭で、ある。玄室最大高は98cmを測る。奥壁は直立するのではなし僅か

に膨張して凹面を呈する。また奥壁の右半は不整形てや， この部分で床面が突出している。

床面には，横穴の主軸に沿って幅8cmの排水講が一直線に掘られており，墓前域にまで連続している。

さらに，この講と奥壁の接点の両側から玄門部の落ち込みまで周溝が巡る。しか し，右側壁の開口部寄

りでは周溝が一部途切れるが，この部分の床面が比較的低くなっているため排水の機能に支障はきたさ

ないものと，思われる。

床面は 2 面の貼床からなる。両側壁と開口部沿いの床の一部を除いて，喋混じりの黒褐色土を 4~7

cmの厚さに貼って床面を形成している。この床は，径 2~ 4 cmの円喋を含む上層と，径 1cm前後の円礁

を多〈含む下層とに分層できる。この追葬時の貼床は，喋の隙聞を木炭粒や焼土粒を含む粘性の強し、H音

褐色土が埋めていた。この床面から土器と鉄製品が出土している。また初葬時の床面は小円喋の聞を上

層よりも更に粘性が強L、黒色土が埋め，この貼床の下方からカ、、ラス玉が出土している。

また玄門部では，羨道部の床面が玄室に及び，略半円形に掘り込まれて 5cmの段差が形成されてい

る。前述の排水溝は全て一段低いこの部分に連結している。

羨道部は床面て、、の最大幅45cm，長さ 55cm を ì~IJ るが，天井部から右側壁にかけての部分が大きく削られ

ており，開口部の高さと形態が不明である。なお開口部においては段差等の区画施設はみられない。

工具痕の観察 玄室左側壁の開口部近くに連続した子斧痕を，また開口部段差の立面に子斧痕を認

めた。しかし天井部の工具痕は観察できなかった。

墓前域 墓前域は，長さ1.7m・幅l.lmの長方形の平面プランであるが，上方が削平されているた

め本来の墓前域の高さを復元することは不可能でやあった。おそらく当初，等高線に沿って横穴に達する

墓道が存在し， I~ ぼ直角に折れていたと想像している。

墓前域の両壁は不規則ながら 3段の雛段状を呈していて，最下部が墓道・排水溝になっている。ま

た，開口部直下では封鎖石を落とし込むために両側の段が寺IJり取られている。

墓道は幅30cmを測り 3段の階段をなすが，幅をやや広げ、ながら墓前域の入口に達する。開口部から

長さ3.3mぞ測る。玄室・羨道から延びてきた排水溝は 2番目の段てや終わっている。そして墓道の傾斜

13 



角はほぼ170を作っている。本横穴の墓前域の特色は幅が狭し しかもその高さが高い「切り通し」に

近い形態にある。あるいはこれを未発達な墓前域， または立派な墓道と表現した方がよいかも知れない。

いずれにしても，いくつかの 6世紀代の横穴に共通した形態であると言えそうである。

封鎖部 本横穴てやは封鎖の石積みの下半部が残存していた。封鎖方法守以下に復元してみよう。ま

ず開口部から墓道の 2段目にかけての範囲に長さ25cm前後の横長の円喋を，横穴の主軸に対して直角に

並べ、る。そして，開口部側の半分の範囲ではこの石積みを2層にして，間隙に円喋を充填 した後，その

上に長軸70cm・厚さ8cmの板石を水平に置く。さらにこの上に幅90cm・厚さ20cmの板石を，開口部に立

て掛けるようにして置いている。この板石の上半部は既に折損していた。これら 2枚の板石li，本横穴

が掘り込まれている地山砂岩を堆積層に沿って奈Ij離，整形したものである。また円礁は全て河原石であ

る。板石の開口部側下部に僅かに暗黄褐色士の存在が確認できたが，これが封鎖石の裏込めかどうかは

不明である。少なくとも円喋を積み上げた部分は排水を考慮 したものであって，充填材等の使用は無か

ったものと思われる。

出土遺物 遺物li，玄室 ・羨j草・封鎖施設内及び墓道前端から出土している。

玄室ていは，まず奥壁東寄りの壁際で土師器球胴嚢がl点， さらに中央やや北東寄りで土師器時1点が検

出された。後者は，追葬時の床材に完全に埋没していたため，初葬時のものと考えられる。この他，鉄

鉱 ・万子が北西寄りてい集中して検出され，玄門部近くては初葬時と思われる，ガラス小玉が十数点発見

された。玄室内の遺物の出土位置から，遺体は中央よりやや南寄りに安置されたものと思われる。特に

方、ラス小玉の位置により，初葬時には，頭部営東に向けた可能性が指摘できる。

羨道部床面直上と，封鎖の円喋聞からは碧玉製管玉が7点検出された。また，墓道末端の東側崖面て

須恵器杯が l点検出されている。恐らし追葬時に外に片付けられたものと思われる。
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c.出土した遺物

1 )岩滑清水ケ谷横穴群 1号横穴出土遺物

7世紀後半の須恵器蓋杯と土師器高坪及び

鉄製万子が出土している。遺物の組合せから

考えて追葬はなかったと思われる。尚 1と

5は，開墾に際して本横穴が破壊された時に，

持ち出されて北公民館に所蔵されていた遺物

て二出土地不詳とされていた資料である。今

回の調査でこれを確定することができた。

a )須恵器(第13図)

1.耳蓋:口径7.6cm X器高3.8cmX最大径

9.8cm。身受け部を垂下させ爪

形に仕上ける。器壁は厚(， 項

部に乳頭状のツマミを付す。 項

部外面は右回転のへラケズ、リさ

れ，全面にわたって丁寧にナデ

調整される。胎士は砂粒と白色

粒子を含み密で，焼成は良好，

灰色を呈する。外面全体に自然

f由がかかっている。

2 .杯身:口径9.0cmX器高4.3cm。

旬以

11¥、111 川liltI111!
A111i 

1二ζ二LEコ-_.._-----_ . -_.-- ~.一一-，'
~ ~ vQ y 
。 IOcm 

第13図 清水ケ谷横穴群 1号横穴出土遺物実測図

IOcm 
J 

口縁部は僅かに外反 し底部と体部の境で強〈屈曲する。丸〈作られた底部の器壁は厚<， 

b)土師器

底部外面は右回転のへラケズリされ，体部外面には弱L、ノタ目が残されている o 胎土は長

石粒 と砂粒を含み，焼成は良好 n音灰色を呈する。

3 .無蓋高部.口径10.2cmX器高7.5cm X脚部径7.1cmo 

土不部の器形を丸 (， 口縁端部をi専くする，粗雑なっくりの高坪である。杯部の外面はハケ

調整，内面はナデ調整される。脚部は端部を肥厚させ， その端部外面と脚部の内面をへラ

ケズリして仕上げる。胎土は砂粒を含みやや相て¥焼成は不良，燈色を呈する。

4 .無蓋高杯 :口径10.8cmX器高7.4cm X脚部径7.3cm。

士不部の器形は丸(， 口縁部と体部の境で僅かに屈曲する，粗雑なっくりの高原である。杯

部の外面は，器面が荒れていて細かな観察は不可能で、あるが，ハケ調整で，内面はナデ調

整される。脚部は端部を肥厚させ， その端部外面と脚部の内面をへラケス、、リして仕上げる。

胎土は砂粒を含み粗で，焼成は不良，黄褐色を呈する。

5 .無蓋高部 口径1l.OcmX器高6.8cmX脚部径6.9cm。

時部の器形はゆるやかに丸〈立ち上がる，粗雑なっくりの高時である f不部の外面は，ハ

ケ調整後ナデ調整され，内面と口縁端部はナデ調整される。間l部は内面の半ばてやケズリに

よって屈曲し， また端部外面と脚部の内面をへラケズ、リして仕上げる。胎士は砂粒と赤色

粒子を含み粗で，焼成は不良，貰褐色を呈する。脚部の 部を欠損する。
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c )鉄製品 (第13図)

6 .力子 残存長11.2cm を ì~ IJ る平棟棟関造りの万子で， 関部で幅1.6cm を測る。茎部には僅かに木質

が残り， 茎部の断面は丸昧を帯びている。

2 )岩滑清水ケ苔横穴群 3号横穴出土遺物

遺物からも追葬は無いと考えられ，良好なセット関係を示す 6世紀後半代の須恵器，及び鉄製轡1個

体と多量の玉類が出土 している。

a)須恵器 (第14・15図)

1 .杯蓋ー 口径13.6cmX，器高4.9cm。

口縁部と体部の境に突帯状の稜を作る。口縁部の半ばを屈曲させ， その端部を下方に引き

出している。項部を平坦にするために右回転のへラケズリを行って，体部の内外面には弱

いノタ目を残している。また項部の内面には布の圧痕が観察される。胎土は砂粒と黒色粒

子を含み密で，焼成は良好，灰色を呈する。

2 .杯査:口径13.2cmX器高4.5cm。

口縁部を緩やかに屈曲させ，その端部を外反させて，丁寧にナデ調整を加える。口縁部と

体部の境に明瞭な稜を作り，平坦な項部は回転へラケズリされている。またこの項部は，

ロクロから土器を切り離す際に深〈切りすぎて穴をあけて しまったため，こ こを粘土で詰

めて補修(貼付補修)している。項部の外面にはへラケズリ調整後の乾燥時に付し、たスノ

コの痕跡が見え，内面には一方向のナデの痕跡、がある。ロクロとへラケズ、リの方向は右回

転てや，外面にはノタ目を残しているが，内面はそれを消している。胎土は微細砂粒を含み

轍密て二焼成は良好，灰色を呈する。

3 .杯蓋 :口径13.3cmX器高4.2cm。

口織部がわずかに屈曲し，口縁部と体部の境に強い稜を作る。I頁部は右回転へラケズリで

平坦化し，内外面に弱いノタ目を残している。胎土は長石粒と砂粒を少量含み，焼成は良

好て二 青灰色を呈する。

4 .坪蓋:口径13.0cmX器高4.0cm。

口縁部と体部の境に強い稜を作り，ここで強〈屈曲する。項部外面は右回転のへラケズリ

で平坦化され， その内面には指頭による押さえが見える。体部から口縁部にかけての内外

面は丁寧なナデ調整が施されているが J頁部の内面には強し、ノタ目が残されている。胎土

は若干の砂粒を含み織密て二焼成は良好，青灰色を呈する。

5 .杯蓋 :口径14.3cmX器高4.2cm。

口縁部と体部の境には稜を作らず，緩やかに湾曲した項部と体部はここで屈曲して口縁部

は外反する。項部外面は右回転のへラケズリ，内外面には強L、ノタ目が残されている。 日

縁の端部と外面は丁寧なナデ調整されている。胎士は長石粒と粗大な砂粒を含み密て二焼

成は良好， 青灰色を呈する。

6 .杯蓋 :口径12.6cmX器高4.2cm。

口縁部と体部の境は不明瞭でや J頁部からゆるやかに内湾して口縁部に至る。項部から体部

の半ばにかけてに 2回にわたって左回転へラケズリがなされ，体部にかけての内外面には

ノタ目が残り，口縁部の内外面は丁寧なナデ調整が施されている。ロクロ回転は左回転。

胎土は粗大な長石粒 ・砂粒を含みやや粗て¥焼成は良好，灰色を呈する。
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7 .部身 :口径13.0cmX器高4.0cmX最大径15.2cm。

内傾する口縁部と断面三角形の蓋受け部を有し，丸底を呈する O 底部は，回転ヘラケズリ

され，内外面には弱L、夕日が残されている。胎土は粗大な砂粒と長石粒を含み，焼成は良

好て二青灰色を呈する。

8 .杯身:口径12.4cm X器高5.6cm X最大径14.6cm。

口縁部は蓋受け部てや強〈外反し， 口縁部から蓋受け部の外面は丁寧にナデ調整され， その

境は明瞭化きれない。九〈作られた底部の器壁は厚<.外面は右回転のへラケズリがなさ

れ，内外面にはノタ目が残されている。胎土は粗大な長石粒を含み密で，焼成は良好，青

灰色を呈する。

9 .杯身 .口径1l.8cmX器高4.8cmX最大径13.9cm。

口縁端部は肥厚し，内傾して幅広である。断面三角形の蓋受け部を有し，その上面は丸<，

口縁部との境に工具で押さえて沈線を設けている。底部は回転のヘラケズリがなされ，平

坦化され，内外面にはノタ目が残されている。胎士は長石粒と砂粒を含み密て¥焼成は良

好，青灰色を呈する。

10.坪身;口径11.3cmX器高4.6cmX最大径13.5cm。

口縁部は肥厚 し，端部を直立気味につくる O 受け部には縁部との境に工具で押さえて境を

明瞭にする。体部の器壁は薄し底部は右回転へラケズリされ，外面にはノタ目が残され

ている。胎土は長石粒と砂粒を含み密て二焼成は良好，青灰色を呈する。

11.坪身;口径11.3cmX器高4.6cmX最大径13.5cm。

内傾する口縁部と断面方形につくった蓋受け部は，境を明瞭にする。器壁は厚<.丸底を

呈する。底部は回転ヘラケズリされ，内外面にはノタ目が残されている。胎土は長石粒と

砂粒を含み，焼成は良好，青灰色守呈する。

12.部身:口径11.1cmX器高4.9cm X最大径14.4cm。

外反気味に立ち上がる口縁部を有し，玉紘化された端部の内側に沈線化した押さえを見る。

また端部を玉縁化した蓋受け部は，上面で口縁部との境は明瞭化されている O 底部の外面

は左回転のへラケズリがなされ，平坦に作られている。その中心部分にはへラキリ痕が残

っていて， ロクロを右回転させてながら切り離したことカが?判る。整形ロクロ iはま左回転ててで、引、

内面は r寧にナデデ、調整されている。さらに，底部の内面には指頭押さえが見えて，体部外
面にはノタ目が弱く残っている。胎士は砂粒と石粒を含み密て二焼成は良好，青灰色を呈

する。

1 3.有蓋高杯蓋:口径14.3cmX器高4.7cm。

体部を丸〈っくり， 口縁部をわずかに外反気味に整える o J頁部の中央に偏平なボ、タン状の

つまみを付す。 I頁部外面は，右回転へラケズ、リされ，内外面共に弱L、ノタ日が残されてい

る。胎土は小砂粒と赤色粒子を含み，焼成は良好，灰色を呈する。

14.有蓋高杯蓋:口径13.9cm X器高4.6cm。

体部から口縁部を丸くっくり， 口縁端部と項部は器壁が厚L、。 J頁部に中央が凹んて、、し、る偏

平なボ、タン状のつまみを付す。項部外面は，回転へラケズリされ，内外面共にナデ調整さ

れてノタ目が消されている。特に口縁部がナデ整形されている。胎土は砂粒と赤色粒子を

含み，焼成は良好，灰色を呈する O

15.有査高杯蓋:口径13.8cmX器高4.5cm。

項部の中央ぞ偏平にっくり，体部から口縁部を丸くおさめる。口縁端部をつまみ出して薄

-18-



〈仕上げる。中央が凹んて、¥、る偏平なボ、タン状のつまみを付す。 T頁部外面は左回転へラケ

ズ、リされ，体部の内外面共に弱L、ノタ目が残されている。胎土は小砂中立と赤色粒子を含み，

焼成は良好，灰色を呈する。

16.有蓋高ま不蓋 ー口径13.7cmX器高4.1cmo

項部を平坦につくる。体部と口縁部の境を強〈押さえることで口縁部を屈曲させて，さら

に端部を内湾気味に仕上げ，弱L、稜を作り出している。項部に平坦なボタン状のつまみを

付す。項部外面は右回転へラケズリされ，1本部を内外面共にノタ目が残されている。胎士

は小砂粒と赤色粒子を含み，焼成は良好，青灰色を呈する。

17.有蓋高杯蓋 .口径13.6cmX器高4.7cm。

項部中央付近を平坦にっくり，体部を丸くつくる。項部に上面がくぼんだボ、タン状のつま

みを付す。項部外面は右回転へラケズリされ，内外面共に丁寧にナデられ， ノタ目が消さ

れている。胎土は小砂粒と赤色粒子を含み，焼成は良好，灰色を呈する。

18.有蓋高部蓋 :口径14.2cm X器高4.6cm。

口縁端部を厚しその端部を屈曲させ直立気味につくる。頂部に偏平なボタン状のつまみ

を付す。頂部外面は右回転へラケズリされ， ロクロの回転方向は右て二体部には弱し、ノタ

目が残されている。口縁端部と項部内面守丁寧にナデ調整，項部の内面中央に指頭による

押さえが見える。)j台土は若干の砂粒を含み密て二焼成は良好，明灰色を呈する。

19.有蓋高坪:口径12.7cm X器高11.2cm X最大径14.6cmX脚部径12.0cm。

t不部の器形を丸<.口縁端部を薄くつくる。蓋受け部は端部を玉縁化し，上面に口縁部と

の境含工具で押さえて境の区画を明瞭にする。杯部底部は丸くつくられ， その器壁は比較

的厚し底部外面は左回転のへラケズリが加えられている。原部のロクロは左回転。体部

の外面と底部の内面にはノタ目を残している。部部底部内面の中央に指頭による押さえを

見る。脚部はラッパ状に大きく聞き， その端部を肥厚させている。ロクロ方向は左回転。

この上方に一条の沈線を巡らせ，外面にはノタ目が残されているが，内面は丁寧にナデ調

整がなされている。胎土は砂粒を含み密て¥焼成は良好，灰色を呈する。

20.有蓋高杯:口径12.5cmX器高11.5cm X最大径14.3cmX脚部径12.1cm。

日縁部は蓋受け部との境で屈曲して内傾する。蓋受け部は端部を玉縁化し，同時に口縁部

との境を押さえて区画している。杯部は九くつくられ，回転へラケズ、リされた底部を含め

て，丁寧にナデ調整されている。肱IJ部はラッパ状に聞き，その端部を断面三角形に肥厚さ

せている。この上方に一条のit線を巡らせている。胎土は小砂粒と赤色粒子を含み，焼成

は良好，灰色を呈する。

21.有蓋高部:口径12.8cm X器高11.9cm X最大径14.8cmX脚部径12.0cm。

口縁部は強〈ナデられ，蓋受け部の先端部を玉縁化している。時部の内外面を丁寧にナデ

調整し，脚部の上方に一条のit線を巡らせ，脚部の先端を肥厚させることなくまとめてい

る。胎士は長石粒と赤色粒子を含み，焼成は良好，青灰色を呈する。

22.有蓋高杯:口径12.5cm X器高11.5cm X最大径14.5cmX脚部径12.2cm。

内傾する口縁部は肥厚し，蓋受け部は端部を玉緑化している。昂部の体部を丸くっくり ，

その外面は広い範囲にわたって右回転のへラケズリが観察される。杯部のロクロは右回転。

また杯部の内面の調整は，上半にはノタ目を残し，下半はそれがナデ消しされている。杯

部底部内面の中央に指頭による押さえを見る。脚部はラッパ状に聞き， その端部を強〈ナ

デている。この上方に一条の沈線を巡らせ，内面は丁寧にナデ調整がなされている。胎土
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は砂粒を含み轍密て二焼成は良好，明灰色を呈する。

23.有査高杯蓋:口径11.1cmX器高1l.1cmX最大径13.2cmX脚部径12.1cm。

口縁部の器壁は厚<.蓋受け部は端部ぞ玉縁化し，口縁部との境を押さえて区画をつくっ

ている。杯部の器壁は比較的厚<.内外面に弱〈ノタ目を残している。脚部の先端部を断

面方形にまとめて，上方に沈線を巡ら していない。胎士は砂粒と 長石粒を含み，焼成は良

好，灰色を呈する。

24.短頚壷 :口径8.1cmX器高4.8cmX最大径10.6cm。

直立する口縁部守有する平底の短頚査で¥体部は中程の最大径部て大きく膨らみ屈曲する。

体部は下半から底部を回転へラケス、、リし，最大径部を丁寧にナデ調整 し，肩部にはノタ目

が残っている。内面も丁寧なナデ調整が行われているが，底部にはノタ目が残っている。

ロクロ・回転へラケズリ共左回転。肩部から口縁部の外面には自然柚が付着しておらず，

蓋を乗せて焼成されたことが分かる。 胎土は長石粒を多く含み密て二 焼成は良好，淡青灰

色を呈する。

25.短頚壷;口径8.7cm X器高10.lcmX最大径12.4cm。

先端部を玉緑化して，わずかに外傾しながら立ち上がる，幅広の口縁部を有する平底の短

頚査で，底部は厚<.体部は中程で膨らみ，肩部に二条のit線を施す。体部は下半から底

部を回転へラケズリし，内外面にノタ目を残している。胎土は粗大砂粒と長石粒を含み密

て二焼成は良好，?炎青灰色を呈する。

26.聴:口径13.0cmX器高16.8cmX最大径9.4cm。

外反しながら立ち上がる口縁部と頚部の境に突帯を設け，外反する頚部は球状の体部に接

合する。 底部は丸くて厚<.上半に穿孔を有する。体部下半から底部を回転へラケズリし，
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第15図 清水ケ谷横穴群 3号機穴出土遺物実測図(2)
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全体を丁寧にナデ調整している。士は砂粒と長石粒及び赤色粒子を含み，焼成は良好，淡

灰色を呈する。

27.提瓶:口径8.0cmx器高2l.4cm x最大径18.4cm。

口縁端部を内傾させて，頚部との境に粘土紐を貼り付けて肥厚させている。肩部に 2箇所

の吊子を接着し，両平坦面は荒〈回転ヘラケズリされ，ナデ調整される。胎土は長石粒と

砂粒及び赤色粒子を含み密て¥焼成は良好，灰色を呈する。 一部に自然柑が掛かっている。

b)鉄製品(第16図)

1 .轡:瓢形(ひさごカサ-:)環状鏡板に， と引子を結合させる形の轡である。

幅は8.0cmと7.7cmをそれぞれ測る。引子の

方形を

二連の街(はみ)

立間部を含めた鏡板の全長は9.5cmと10.4cmて、¥

全長は14.8cmと15.3cmを測る。各部の断面形は， その大きさがまちまちであっても，

呈 し、厚さ 1mm程度の鉄板を用いて筒状に作っていて，軽量に仕上がっている。

『稲荷塚古墳』 山梨県教育委員

また引子査の形状も本例とは異なるが，

健類例には， 山梨県東八代町稲荷塚古墳例がある(末木

1988)。これは街先環に引手を結合させる型て，

。
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鏡板や引子の全長が本例と近似し注目される。

2 .環状金具 :環状を呈する金具の一部で残存長4.5cmを測る。

以上の鉄製品の他には，大万や鉄嫉などの武器の11'1土もなく ，盗掘も受けていない本横穴の

副葬品におけるその組成上の偏りが注目されよう。

c )玉類(第16図)

ここでは一部を図示したが、王馬楢製勾玉2点(内 1点は1/2が残存)，水品製切子玉2点， 水

品製九玉 1点，碧玉製管玉12点，桂化木製と 考えられる事(なつめ)玉 l点， ~骨石製臼玉 2

点，群青色ガラス大玉16点，カ、、ラス小玉76点以上(群青色16点，貰色6点，赤褐色 2点， 緑

色 ・空色等52点以上)が出土した。これらは第 8図に示したように棺の想定部分から集中し

て出土している O さらに偶数個の種類から、仮に一連の形状であった tすれば，これらの玉

は丸玉と薬玉を基準に左右で対称の配置関係にあったと想像される。

以上の遺物から，本横穴は 6世紀の後半に構築され，土器からも追葬は行われなかったと判断される。

3 )岩;骨松ケ苔横穴出土遺物 (第17図)

a)須恵器

1 .坪身 墓前域から出tした須恵器時身て¥追葬時に片付けられた土器である。口径13.0cm，最大

径15.4cmを復元し，器高4.5cmを測る。砂粒を多〈含み，焼成は不良で，淡灰色を呈する。

底部内面の中央に青海波叩きをみる O

b)土師器

2 .時蓋 :玄室内に逆転して，内部に喋が詰まっていた。 3と共に追葬時の片付けを受けた土器であ

る。 日経14.3cm，器高4.8cmを測り ，焼成は不良で，赤褐色を呈する。 I頁部を指頭整形し，

口縁端部を玉縁化している。

3 .聾 :口径13.4cm，器高12.6cm，最大径18cmを復元する土師器聾て，焼成は極めて不良である。口

縁部の内面と胴部外面は刷毛日調整され，口縁部の外面と胴部の内面は丁寧にナデ調整され

る。

c )鉄製品

4 .三角形造平根式の鉄鉱て二関(まち)を有する。長さ11.5cmが残存する。

5 .片丸造尖根式の鉄鉱て二先端部の破片である。

6 ~ 9. 片刃箭造尖根式の鉄鉱で，明瞭に関を造らず， 全長17.7cmを測る 8に見るように，長身の鉄

鉱である。 9の茎端には布痕をみる。

d)玉類

碧玉製管玉8点，ガラス小玉12点以上が出土している。これらの玉類は開口部床面ーからも出

土していて，さきに注意した 2面の床面のうち，下面に伴う遺物であると 考えられる o

以上の遺物から，鉄製品に混在があると思われるものの，土器は 6世紀後半代に属していて，この時

期に本横穴が構築されたと考えられる。
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5 .考察とまとめ

A.横穴の年代について

今回調査された岩滑清水ケ谷横穴群では 2号横穴を除いた 2基の横穴から遺物が出土した。このう

ちl号横穴からは万子が 3号横穴からは玉類と馬具が， それぞれ土器と共に検出されているが，馬具・

万子の年代については別項に譲り，ここでは土器について扱う。今回調査した岩滑清水ヶ谷横穴群では

各遺構の概況で述べたように比較的多量の土器が出土 している。特に須恵器については 2基の横穴から

合計28個，さらに 3号横穴に限れば27個と多量の出土をみた。後世の撹乱を受けて既に開口しているこ

とが多い横穴としては，あまり見ることがない数である。同じ大東町内に所在する毛森山横穴群の17-

l号横穴からは、清水ヶ谷3号横穴をうわまわる量が出土 しているが，こちらは正式な報告書が未刊であ

る。清水ケ谷3号横穴の須恵器の数は，菊川流域の中でも比較的多い部類に入る。遺構の現状てや述べた

ように 3号横穴の場合，埋葬時の状態を保つ可能性があることから築造当初のセット関係を復元する

ことが可能である。この意味でも本横穴群の土器の占める役割は重要である。

また今回大東町のご厚意により，毛森山横穴群を始めとして同町教育委員会が所有する土器を実測さ

せていただいた。既に出土位置が不明となってしまった土器もあるが，併せてその資料を発表し当地域

の土器の年代を考える手掛りとしたい。

なお，毛森山横穴群li調査時に各支群に分かれて，字名を冠して呼称されているが，今回は所蔵品の

注記に したがって，通連番号てや呼ぶことに した。

土器の区分 須恵器の中で最も器形の変化に富む器種は蓋杯である。岩清清水ヶ谷横穴群及び毛森

山横穴群， その他からも多数の蓋杯が出土した。これらの蓋印の特徴を挙げると次のようになる。

まずt不身であるが口径11~ 12cm を ì~ IJ り，口縁部の器厚を増し蓋受けの稜が比較的鋭いものと，同じ口

径て緩やかに外反 しながら立ち上がり，蓋受けの稜を丸〈仕上げるものがある。これに伴う蓋は口径12

~13cmを有し，肩に稜を持ち口縁を直立させるものと，稜を持たず口縁部をほぼ直立させるものがある。

この蓋と土不はそれぞれセットをなす。これを第 I委員とする。

次にごく少数 しか出土 していないが今回検出した杯の中では最大の部類に属 し，口径は13cm・最大径

は15cm封切|る。立ち上がりは一端屈曲し， そのまま直に立ち上ヵヨ。蓋受けは水平に突出し稜は鋭い。

これに伴う蓋は稜というほどではないが屈曲点を持ち外反気味に聞く。蓋も大きく口径は14cmを浪IJる。

これを第II類とする。

第III類とするものは，時身の口径が 8cm~lOcm'i どで器形は逆ノ、の字状に聞き，ほとんど退化した立

ち上がりを付したものである。蓋は半球形をなすものが大半であり，稜を持つものは見られない。口径

はlOcm前後である。今回調査した土器の中で蓋につまみを持たない形態の杯としては，器形・口径双方

とも最も小型化した段階に属する。

一方第III類とは杯身 ・蓋ともにはば同 じ口径を持つが，これまでとは異なり蓋と杯身が反転 した一群

の土器がある。蓋側に身受けを有し，礼首状あるいは擬宝珠状のつまみを持つ。これに伴う郎身は蓋と

比較すると数量は少なし今一つ明快さを欠くものの，口径と比して器高が高いものと，これとは反対

に口径に比べ器高が低いものと 2種類存在するようである。これを第W類とする。両方とも蓋の返りの

残り具合によって時期的な変化をたどることができそうである。

最後に述べる 2つは量的には数が少ないが，前述の第W類と同系統の土器である。 1つは蓋に擬宝珠
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状のつまみを持ち，返りを残す。これとセットとなる原身にはしっかりとした高台をつけた土器である。

もう 1つの土器はほぼ前者と似た形態をとるが，蓋は返りを?消失し，つまみも擬宝珠状であるがかなり

偏平化し，実際につまみとしての機能がこれで果たせるのか疑問である。杯身は箱形をし，これに高台

をつけるが華客な作りとなっている。前者を第V類，後者のt不Je第VI類とする。両者とも蓋郎の口径は

第W類と比較 して大型化している。

時期区分 主として岩滑清水ケ谷横穴群と毛森山横穴群から出土した蓋坪を上記のように分類した

が，口径(容量)及び外見的な特徴を見るとこれらの時には幾つかの画期が認められる。中でも蓋杯の

外見上での最も大きな変化は，蓋と身が逆転し立ち上がりが消失して蓋に返りとつまみがつくことであ

る。先に分類した郎の中で第 I類，第II類，第凹類としたものが蓋と坪が逆転する以前の段階に属する。

これに対 L，第W類，第V類，第VI類が逆転後の段階に属するものである。この点に注目して杯の中に

画期を設けるとするなら 2期に分割できるが，さらに細かく見ると第V類と第VI類に蓋の返りの消失

を基準に時期的な差異を認めることができる。同時に口径と器高の減少，すなわち器形の小型化とそれ

に伴う容量の変化及び蓋の球形化を軸に考えると第 I類・第II類と第III類との聞にも画期を設定するこ

とが可能である。このように岩滑清水ヶ谷横穴群・毛森山横穴群を中心に出土した須恵器の時は 2つの

大きな時期に分割でき， それはさらに 5つの小期に分けられる。

〈第 I期〉 今回調査した中では岩滑清水ヶ谷3号横穴・松ヶ谷横穴がこの時期に属する。 一方毛森

山横穴群では，毛森山17-1号横穴から出土 した，第 I群と した土器がこれに当たる。これらは各横穴

群の中では古いものがほとんどであり，特に岩滑清水ヶ谷横穴群ではこの時期に横穴の築造が開始され

たのは確実である。多くの場合，横穴の築造が開始されるのは第 I期に集中するようである。

蓋部 :主と して第I類と第II類の土器が副葬されている。この期の須恵器の様相は岩滑清水ヶ谷3号横

穴の一括遺物である程度うかがえる。先に第II類とした蓋杯は清水ヶ谷3号横穴と毛森山17-1号横穴

から各 1点ず、つ出土しているに過ぎない。主流を占めるのは第 I類とした邦である。

高杯 :蓋I不と同じく清水ヶ谷 3号横穴て良好な資料が見られる。ここからは長脚の有蓋高原のセットが

5組出土しているが， IJ:ぼ同形・同大で胎土も類似し同じ窯てや作られた可能性がある。この高時の杯部

の口径は11cm~14cm，口縁は途中屈曲 しながら立ち上がり，蓋受けを丸〈仕上げる。脚部は大きく広が

るが透かしはなし端部の断面は方形で一部の高原にはここに沈線を施すものがある。これとセットに

なる蓋は口縁がごくわずかに内湾し，端部を丸〈押さえる。つまみは貼り付けか，ケズ、リダシかは即断

し難いが，つまみの稜は比較的シャープである。蓋は全体的に肉厚な印象て二ぼてっとした感じである。

一方，有蓋高杯とは別に少数ではあるが無蓋高原も一部に見られる。毛森山17-1号横穴出土高原が

それで，箱形の杯部を持ち口織は直に立ち上がり，外面調整として時の中央部に稜で区画した中に刺突

を施す。脚部は細長し 端部断面は四角く仕上げる。全体的な特徴と して脚部に 3方向に 2段の透か し

を持つ。これらの特徴は比較的古い様相を持っており，出土状況に若干問題はあるものの第 I期の須恵

器の年代を考える手掛かりとなる。

その他の器種 :上記の 2つの器種がこの時期の須恵器を構成する主要なものであるが，このほかに提瓶・

小型査等が見られる。提瓶は清水ヶ谷3号横穴からは小型のものが(第15図)，毛森山17-1号横穴か

らは大型のものがそれぞれ出土 している。 大型のものは大きく外反する口縁と頑丈な作りの吊り子を持

ち，外側には平行町き目を，内面には同心円の叩き目を施す。小型のものの吊り子はこれより幾分華害

であるが， それでもまだ余り退化しておらず，提瓶としても古い段階に属するものである。

小型査はこれまでと同様に先の 2つの横穴から出土している。底部や胴部の形状と外面調整てや共通す

る内容を持ち，相違点らしい所は口縁部の形状が異なる程度である。清水ヶ谷3号横穴出土例(第15図)
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は短〈直立する口縁をつけるのに対し，毛森山17-1号横穴出土例(第18図)はこれよりも幾分長し

緩やかに内湾しながら立ち上がる口縁部をもっ。なお， 17-1号横穴ではこれを大型化したものに 3方

向に透かしをもっ脚をつけた台付査も出土した。

土師器杯・高原・小型査などが見られる。第 I期に属すると考えられる土師器は全て毛森山17-1横

穴から出土 したものである。

蓋杯は口径がそれぞれ若干異なるものの，外面を指頭押捺による調整を施す点では共通する。高原も

稜を遺し，外面に刷け目を残す柑(第18図)も存在するなど器種・形態に古い様相を見せている。

〈第II期〉 前段階における横穴の数はそれ程多いとは言えないが，第II期になると倍増と言ってい

いは E多くなる。この時期の横穴としては中台 1号横穴，田ヶ谷l号横穴，毛森山22号横穴などがあり，

横穴の造営がかなり普及 した段階といえよう 。 しか し岩滑清水ヶ谷横穴群においては，第II期に該当す

る横穴は 1号横穴のみである。この横穴は支群の中では一番新しいものであり， これに後続する横穴は

今のところ発見されていない。清水ヶ谷支群では，第II期に早くも造墓活動が停止するのである。

蓋ま不:第II期に起きた蓋杯の大きな変化は，器高・口径ともに最小になり身と蓋が逆転したことである。

蓋においてはこれとほぼ時期を同じくして乳首状のつまみを有するものが出現する O これには返りを持

つものと持たないものが見られた。

この種の蓋は田ヶ谷1号横穴から出土 しているが，後者の場合口径から判断して合子の身(第20図)

に伴う可能性が多い。このような器種も前段階には見られず，この時期に出現したものであろう。

高杯:第 I期てやは良好なセット を認めることできたが，出土量は少なく時との共伴関係も明確さを欠く

状態にある。この時期てやは先に清水ヶ谷3号横穴に見られたような有蓋高原は現存する資料には見られ

ず，無蓋長脚高原・無蓋短脚高時の 2種類に限られた。前者においては脚部に透かしを持つ土器はなく，

杯部は脚に比べ大型で半球形あるいは椀形をなす。後者は計4点出土し，中 l号横穴出土の 1点が他よ

り器高が若干低いことを除けばほとんど同一個体といってよい。これは、清水ヶ谷3号横穴の場合と同じ

く同一窯で製作された可能性がある。

平瓶:第II期に初めて出現する器種であり，これも須恵器全体に占める割合は少ない。ここで見られ

た平瓶は三者とも形態を異にする。毛森山24号横穴出土例(11)はまっすぐ延びる小さな口縁部をつけ

た球形に近い胴部を持札下半部に回転箆削りを施す。底部はほとんど丸底に近い。同25号出土例(10)

も丸底に近〈胴部下半部に箆削りを施すことに変わりはないが，胴部に比べ比較的大型で太く短い頚部

を持ち，上半部に掻き自主ナ施す。この二者に対 し同11号出土例は小さな平底を持ち，頚部は大きく若干

内湾しながら立ち上がる。

後二者はf也に共伴する遺物は不明であるものの，形態的な特徴により第II期に位置付けた。

その他の器種:提瓶等が見られる。提瓶は吊り子の部分が退化し，毛森山出土のもの(第19図)のよう

にボ、タン状の突起をつけるに過ぎない。なお頚部を欠損しているので細頚査の可能性もあるが，出土地

不明の一点(第19図)はこのような突起すらなし完全に消滅 している。

土師器 3点の小型高原が岩滑清水ヶ谷 I号横穴において見られたに過ぎない。共伴した須恵器から見

てこの時期に属するものであろう。

〈第III期・第W期〉 既に岩滑清水ヶ谷横穴群の造墓活動は停止しており，僅かに毛森山横穴群の

中の14号横穴， 22号横穴などからこの時期に属する土器が出土 している。これまでの時期よりも土器の

出土量は少ない。この期間，一部の横穴の造営は続いていたと考えられるが，第II期と比較するとかな

り低調である。前述のように出土状態に不明の点が多いが土器の中には 2次埋葬に伴うものもあり，土

器が出た横穴が全て第III期以後新たに造られたとは限らない。しかし，中心となる遺物が毛森山横穴群

の遺物なので¥ このような横穴の状態は大東町周辺地域のと言うよりは同横穴群の傾向と言えるかもし
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れない。

蓋杯:この時期は第V類・第VI類の杯が主と して副葬された時期である。 第II期において口径・容量と

もに最も小型化した杯は，第III期以後に徐々にまた大型化する。蓋の返りは退化する傾向があり， NO.1 

のようにその痕跡を残すものが使用された時期を第四期，岩i骨池田社出土の土器のように完全に消滅し

た段階を第W期とした。この段階に属するものは 2点しか出土していないので， これ以上の事柄を述べ

るのは不可能でやある。

平瓶:毛森山25号横穴から出土 した l点のみである。第II期に比較 して全体的な大きさは余り変わらな

いが，完全に平底となり胴部に明瞭な稜が付き口紘部は若干外反する。

その他の器種:毛森山14・15号横穴から高台付きの長頚査が出土している。高台は比較的小さし肩部

は緩やかに変化する。第III期に属する土器であろう。

土師器:この時期の土師器で日をヲ|いたものは，毛森山14号横穴出土の 2点の皿形土器である。口縁部

は緩やかに外反し，口唇部を若干肥厚させる。外面にミガキ，内面に半乾燥時につけたと思われる放射

状の暗文を施し，前面を赤彩する。この土器は最も新しい第W期の郎に伴うと考えられ，横穴に埋葬が

行われた期間の下限を知る貴重な資料である。

年代 今回発掘調査を行った岩滑清水ヶ谷・松ヶ谷横穴群，及び毛森山横穴群出土の土器群を中

心とした資料を，上記の様に各期ごとに土器の組成を推測して見た。次にこれらの土器の年代について

簡単に触れてみたい。

第 I期から第W期までの須恵器の変遷の中でも， とりわけ第II期を境に大きく 2つに分けることがで

きる。第II期では坪の身と蓋の関係が逆転 し， 同時に宝珠状のつまみが出現してそれまでの蓋杯とは大

きく形態を異にする。これは主と して製作技法が変化したためと考えられるが，言うまでもなくこの変

化は各地の須恵器に共通して見ることができる。大阪府陶邑古窯跡においては身に蓋受けの立ち上がり

を持つ最後の段階の杯はII型式第 6段階であり，その年代を 6世紀末から 7世紀前半仁設定 しているが

(注 1)，一方近年これを若干下げる意見(注 2)も出されている。

静岡県下では湖西地区の窯跡から出土した資料を軸に編年試案が行われている。先のII型式第 6段階

に並行する段階の土器は多くの古墳や古窯跡から出土した。最近西笠子第64号窯跡の調査報告書がまと

められた。この窯跡からはII型式第 6段階より先行するから創業が開始されており， この出土資料を基

礎に新たに編年が試みられている(注 3)。ここではII型式第 6段階の須恵器とほぼ似た特徴を持つ段

階を湖西II期第 6小期としているが，その年代を 7世紀第 2四半期に求めており，大筋においては畿内

の年代に準じたものである。本横穴群の出土土器てや第II期とした一群は湖西III期第 1小期の土器も含む

が， これらの土器を形態的に分類することは可能だったものの，出土状態などから時期的に細分するこ

とは不可能と判断したからである。おそらく第II期の年代は 7世紀第 2四半期を中心とした時期と推定

される。

前後するが第 I期の年代に関しては，岩滑清水ヶ谷3号横穴出土の瓢形素環鏡板付き轡の年代が問題

となる。同じ形式の轡の類例は多くないようだが 6世紀後半代を中心に古墳に副葬されている(注4)。

また第 I期とした無蓋高時(第四図)は，箱形の土不部を持つはぼ似た形式の高原が宇j同ヶ谷横穴からも

出土しており(注 5)，まfご検討の余地もあるが他の遺物から判断してこの形式の高杯の年代を同じく

6世紀後半に求めることが可能である。第III期・第W期については，毛森山14号横穴の土師器(第19図)

が第W期に伴う遺物とすればある程度その年代を推定することができょう(注 6)。

以上簡単に年代について概略を述べたが，大体6世紀後半から 7世紀末まで横穴への埋葬が続けられ

ていたと考えられる。ただい上記のような論の進め方では第 I期と第II期の聞に若干の空白が出来て
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しまうことと，第W期の年代が不確定なことが問題点と して残る。前者の問題は，この空白期に岩滑清

水ヶ谷 2号横穴の造営が行われたと考えることもできるが，裏付ける証拠に乏しい。資料の増加を待ち，

今後の検討課題としたい。

注 l 中村氏の編年では特に年代については触れていないが，この点に関しては田辺氏の所見によった。

大阪文化財センター 「陶邑 1J 大阪府文化財調査報告書第28集 1976 

田辺昭三 「陶邑古窯祉群 1J 1966 

i主2 臼石太一郎 「畿内における古墳の終末J 国立歴史民俗博物館研究報告第 1集 1982 

注 3 中部電力株式会社静岡支庄 ・湖西市教育委員会 「西笠子第64号窯跡発掘調査報告書 1987

注4 岡安光彦 rt、わゆる 『素環の轡jについて 環状鏡板付轡の型式学的分析と編年一」 日本古代文化研究 1984 

注5 静岡県教育委員会 「掛川市字洞ヶ谷横穴墳発掘調査報告書 1971

注 6 内部に暗文を持つ士器は藤枝市白砂ヶ谷C-1号墳，同D-1号墳などから出土しているが，ほとんど蓋のかえりが消失

している段階の杯に伴う。ただし紹介した資料では共伴関係が不明で、はっきり言えないが， 7世紀後半かり 8世紀前半の

年代が考えられる。

〈参考文献〉

静岡県考古学会 「須恵器 古代陶質土器 の編年」 静岡県考古学会シンポジューム 2 1979 

静岡県考古学会 「古墳時代の土師器」 静岡県考古学会シンポジューム 2 1985 

坂本美夫 「馬具」 考古学ライブラリー34 1985 

新納泉 「単竜 ・単鳳環頑大万の編年J 史林65-4 1984 
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B.横穴の基本的な設計について

横穴の形態を通覧してみると， そこに様々なバラエティーを見つけるのは極めて容易である。

そして最初に気がつくのは平面形が左右対称でないことである。もちろん山腹に人力で空洞を掘削す

るのであるから不整形な点については無理からぬことである。しかしながら，全〈形態が異なっていて

バラバラかと言えば， そうではなくいくつかのまとまりに多数の横穴守分類することは可能である。そ

こでどうも横穴の掘削に当たっては勝手気ままに行うのではなし一定の規則に従っていたのではなか

ろうかとぼんやりと思われてくるのである。小稿はこの規則の，内容と程度に関しての基本的な疑問に

接近することを課題とする。

最初に断っておかなければならないが， ここでは横穴の掘削が設計図に基づいて行われたと考えて

いるのではない。同時に尺を用いて内部を計測したであろうことは十分推定できるが，現在の観察者で

ある私たちがその計ì~IJ 点を確定できない限り， その物差しを復元したり，また設計図の存在を問うこと

さえ無意味で、あると考えている。

例えば，横穴の企画に関 しては既に先学の試みがなされているが，第21図に例示したように方眼をか

けただけでは，玄室の床面積を比較するならばともかくも，不整形に聞く玄室ラインや羨道ラインの説

明はできまい。それでも，各部位の基本的な比例関係は探ることが可能のようであり，第22図を準備し

てみた。まず，奥壁を始点にして横穴の平面図に 1尺方眼を掛けてみると，確かに横穴の玄室幅や長さ，

あるいは開口部の幅に整数値の縮尺関係が存在しているのに気が付く。しかし，この事実から設計規格

があるのだと単純にかつ速断しではなるまい。というのもこの操作に用いた実測図は1/80程度の縮尺で

あれ図の 1mmが現物の 8cm誤差を内包しているのであって，実演IJ図の作成時における測点の採り方に

よっても誤差は集積されるであろうし，第一， 横穴掘削者がどこに定規を当ててどこを定点としたかな

ど言正明もできょうはずがないからである。

以下においては，菊川流域の横穴を対象に， 1) どの程度まで規則性があるのか， 2) その規則性が

どのような原理に基づいているのかを考えてみたいと思う。そしてこの原理が石室墳とどのように異な

っているかを比較して，横穴の特色の一端を明らかにしたいと思う。

ト、 「ーJ 

;去皇山横穴古墳群 5号横穴例

髄

。 2m
! 

熊ヶ谷機穴墓群 7号機穴例

第21図横穴の企画例

1 )規則化された横穴について

横穴には死者を埋葬する空間(玄室) とこの空間と

外界を結合させる空間(羨道)からなるが，玄室は死

者の身長あるいは死者を納めた棺の長さ以上の規模が

必要で、あり，羨道の入口である開口部はその幅と高さ

以上の規模が必要である。さらに付言すれば，横穴の

軸と 直交するように棺を納める場合には，玄室は棺が

回転できるだけの広さが必要となろう。これを 「棺に

規定される大きさ J (註1)と呼ぶ。

従って伸展葬の場合およそ 6尺 O.8m)の長さが

確保されなければなるまい。棺の大きさについては，

菊川流域の横穴群に広くみられる組み合わせ式箱式石

棺を計測すればその規模を得ることができて，事実，

菊川町大淵ヶ谷横穴群C群 8号横穴の組み合わせ式箱

式石棺はその外法て〉長さ1.8m，幅0.6mを測る こと
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大淵ヶ谷C訴4号

大淵ヶ谷Altfl号

3 大淵ヶ谷Alil'12号
4 大淵ヶ谷Blil' 5号

第22図横穴規格惣定図(1 ) 

から，横穴の基本尺度の有効値が推定できるであろう。

4 

ト、

~ ¥ 

「¥

大淵ヶ谷Bii手l号 9 大淵ヶ谷A群11号
大淵ヶ谷Alir.7号 10 筏ヶ谷Al洋10号
大i閥ヶ谷C若手2号 11 西宮i甫2号
筏ケ谷BliH号

さらに共通 して横穴開口部幅が規制されているようである。これについても棺の幅の規制を受けるの

であり，第22図に示した横穴にみるように，約 2尺を採る横穴が最も多く，約 l尺，約 3尺と見られた。

これも 「棺に規定される大きさ」の一例と考えて良いであろう。

冒頭で触れたように横穴の平面形は不整形である。それでもなお，各横穴に共通 して玄室に向かつて

聞く左右の羨道部の壁面と床面の交線(羨道線と呼ぶ)が認められる。この羨道線の多くがまっすぐ に

仕上け、られていて，玄室平面形のあり方と異なっているのに注意する必要がある。

以上のように，横穴は遺体の大きさ，あるいは棺の大きさに最も強〈規定されていて，特に①開口部

の幅に集中 してこの規制が現象 していること， また②羨道線が奥に向かつて聞き， しかも直線的に作ら

れていることで各々の横穴に共通性が観察できるようである。次にこの 2点の要素を基礎に設計の問題

について考えを巡らせてみよう。

2 )横穴の設計原理について

ここではまず羨道線に注目 し，第23図を用意 してその基本形を探ってみよう。

直線的な羨道線はどのように して掘撃が可能かと考えてみれば，まず軸線を決めてからこの軸に直交

するように物差しを当ててこれに平行する線分を得れば良いであろう。さすれば羨道線は玄室に向かっ
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7 .道ヶ谷B5 

6 .薩回ヶ谷 1
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10.杉森D4 
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第23図横穴規格想定図 (2)
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て聞いているのであるから，逆にこれに沿う軸が 2本必要になる。そして開口部から羨道線がまっすぐ

に仕上け、られていて， しかもそれが屈曲していないのであるか ら，少なくともこの 2軸は床面 t開口部

の2つの交点(開口点と呼ぶ)の内側を通っていなくてはならないのである。

そこで再度平面形に返れば，奥壁線そ見ると 1点の凹部または凸部が看取できる。これは横穴を掘削

するに際して左右の壁面を前後して掘つために生じた交点にれを奥壁交点と呼ぶ)であると考えられ

る。即ち，ここを発する軸で分かれて横穴の左右の壁が掘られたと推定される。

前述の②の開口点の強い規制から，横穴の平面形にあって極めて明瞭な「定点」である開口点をこの

奥壁交点を出発する軸が通っていたとすれば， これも勿論可能性の一つに過ぎないのであるが，横穴は

奥壁点と 2つの開口点で規則化されていると推測されるであろう。それでもなお，1)この 3点が形づ

くる 2軸が設計軸であり， これらによって各々の直交座標が組まれ，つぎにII) この上で実は横穴の両

側壁が左右対称に近く設計されている ことを説明すれば，この可能性は一段と高まったと言えよう。実

際に横穴の平面形を検索してみると， きちっとこうした位置関係を示す例は少ないのであるが，以下に

横穴平面図を例示して検討してみよう。

遠江に分布する横穴を子がかりにその設計軸守探ってみると，様々な形態を超えて上述の 2軸型の設

計が貫徹 している ことが判明してきた。そして この軸線の採り方で羨道線と一方の軸線が一致してしま

うA類，玄室と羨道の形態を 2軸が規定する横穴の内でも，玄室平面形や床面の段差とか溝を規定する

設計軸が明瞭なB類， この軸の機能分化が不明瞭で二最も多数を占める C類，及び玄室を規定する 2軸

と羨道を規定する 2軸に分離してしまったD類に， それぞれ設計軸を視点に分類することができた。以

下に第23図を使って具体的な検討に移ろう。

[A類] 1.掛川市岡津横穴群A支群 1号横穴

不整形な玄室平面形を呈し，玄室に比べて規模の大きな羨道を有している。 6世紀の後半の資料を

出土している横穴である。奥壁交点 (m)を右羨道線の延長線 (mn)が通り，奥壁交点 (m)の左奥

壁線と直角に交わる。 一方， 左開口点(1)と奥壁交点 (m) を結んだ左軸は右奥壁線とほぼ垂直に

交わっている。このように奥壁交点て分割された奥壁線がそれぞれの軸に対して直交する例は，後

述するように多数にのぼり，設計軸と考える根拠の一つである。さらに左羨道線はむしろ左側の墓

前域に規制されているようである。このように 2本の設計軸を持ちながらも一方の軸が羨道線に重

なる例をA類として分類し，類例には掛川市キンベイヤダ横穴群D支群1号横穴 (2)を挙げること

カ?てやきる。

[8類] 3.菊川町東平尾横穴群橋本ケ谷支群 3号横穴

玄室平面形が長方形を呈し，比較的大きな羨道を付す，大型の横穴である。 7世紀中ごろの土器を

出土している。左開口点(1) と奥壁交点 (m)及び右開口点 (n) を結んだ軸(lm，mn) を設定して，

それぞれの軸から方眼を掛けると， A)左羨道線は右軸mn(こ平行であり，右羨道線は左軸1m(二平行で

ある。これに対しB)玄室平面形，玄門部段差と羨道部溝は右軸mnの方眼に平行し，右軸が平面の設

計軸である ことが判明した。 このように玄室や羨道の床面に指標があって，明確に軸の機能が分か

れる例を B類に分類し，類例には掛川市キンペイヤダ横穴群D支群 1号横穴 (2) と床面での指標

はないが左軸に玄室形が規定されると考えられる掛川市別所 l号横穴 (4) がある。さらには，指

標を持たない C類とした他の多くの横穴においてもこの分化はあると想像している。

[c類] 5.掛川市本村横穴群B支群 2号横穴

比較的短い羨道部を有する横穴でしっかりと屈曲する玄門を作る。右軸 (mn)が奥壁交点 (m)の

左側奥壁線とほぼ直角に交わり ，左軸 (mn)は右奥壁線とはぼ垂直に交わって L、る。 A類とした岡
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12.金山 5

11.金山 2

第24図横穴規格想定図 (3 ) 

津A群 l号横穴のように左右の奥壁線がそれぞれの軸に対 し

て直交する一例である。本類に含めて考えたい横穴は多数に

のぼり，形態も様々である。浜岡町薩田ヶ谷横穴群 I号横穴

(6) は比較的短い羨道部を持ち，玄門部の屈曲が退化した例

であるが，軸に直交する奥壁線を有していて，本例に含まれ

よう。袋井市道ヶ谷横穴群B支群5号横穴 (7) は長大で，幅

広の羨道部を有する横穴であり，菊川町杉森横穴群E支群l

号横穴 (8) はハート形の玄室平面形を呈 し，いわば奥壁交

点が開口部方向に向かつて迫り 出しているが，本類例に含め

て良いてやあろう。

[D類] 9 .菊川町杉森横穴群E群 2号横穴

両開口点からヲI~、た羨道線に平行な線分の交点が奥壁交

点 (m) と一致せず，従って， それぞれの奥壁線と直交する 2本の玄室の設計軸(1m，mn) と2本

の羨道の設計軸(10，on) が分離している例である。類例には同じ杉森横穴群D群 4号横穴(10)

がある。こうした軸線の相違が横穴の掘削当初からのものであったかどうか，換言すれば追葬時の

改変てないかどうかは現在までのところはっきりしていない。今後の検討課題である。

以上の分類に付言すると，遠江では横穴の最終末の形態に膨張筒型と呼ぶ形態があるが， これは玄室

と羨道のくびれによる視覚的な分離が消失した段階の横穴である。第24図に袋井市金山横穴群2号横穴

(11) と同横穴群5号横穴(12) を示 したが，これらの横穴にみるように①羨道の短縮化とc?:側壁線の

直線化が進行 して筒型に移行すると思われる。それでもなお 2軸の設計軸を保持している点に注目 した

いと思う。最終的には，伊豆の横穴群にみるように，玄室平面形は長方形を採るに至り，従って，設計

軸カq 本に変化するのであろう。しかし，こうした平面形態の変化を年代を追って跡づけるまでには至

っておらず， また地域的なまとまりを横穴の設計においても看取できるであろうが， それがどの程度の

ものかも不明である。資料の増加を待って検討を加えたいと思う。

これまでの検討によって，1)の軸線の設定と直交座標による平面形の設計については理解てきたと

思う。以下においては， II) の横穴の平面形が軸線によってはぼ左右対称に計画されている点について

みることにし，設計軸の補強をおこなっておきたいと思う。

ここでは 2つの軸線(lm，mn)の!とnを重ね合わせることで左右対称について見ることに し， そこで

第25図を用意 した。

岡津横穴群A支群 l号横穴(1)は右軸線が偏在しているため両軸線を一致させた展開図は左右対称

になっていない。しかし奥壁線は 2直角をなし，この設計が直交座標系にあることを示していて，玄門

のくびれ部が奥壁から等距離にあることが分かる。

キンペイヤダ横穴群D支群 1号横穴 (2) は大概左軸線が床面指標を規定する設計軸として認められ

たが，展開図は玄門の位置が左右で僅かに相違するものの，全〈左右対称と言って良い。 2軸を設計軸

として考えられる。

東平尾横穴群橋本ヶ谷支群3号横穴 (3) は右軸が床面指標の規定軸であり，展開図では羨道の対称

性に比べて玄室の右半は対称になっていない。これは点線で示したように，玄室の右半部を右軸が規定

していて，また羨道部の左右対称性が示すように，左軸は右羨道部のみを規定 しているか らであると考

えられる。

別所 1号横穴 (4) は僅かに玄門の位置が左右で相違するものの，平面形は左右対称であると言える。

本村横穴群B支群2号横穴 (5) は若干軸線の採用に誤差を含んでいると思われ，左羨道線の幅が広
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いものの，平面形は左右対称形を呈 している。

薩田ヶ谷横穴群 l号横穴 (6) は左羨道線が設計軸と平行にならないが，おおよそ平面形も左右対称

になっていて，また奥壁線も 2直角となり，設計軸の要件を満足している。

道ヶ谷横穴群B支群 5号横穴 (7) は大概左右対称の平面形を呈し，奥壁線も 2直角となっている。

杉森横穴群E支群 1号横穴 (8) は厳密には玄室の設計軸と羨道の設計軸とが相違していると考えた

横穴であるが，報告書が未刊であり断定は避けなければならないが，これについては追葬時の改変を想

定した方がよいかも知れない。玄室の平面形は左右対称とならないが，その外形線は近似する。併せて

展開図において奥壁線が 2直角をなす ことからも，直交座標の上で平面形が描かれた根拠の一つに数え

ることカTてやきょう 。

杉森横穴群E群 2号横穴 (9) は，ここでは玄室平面形の設計軸について展開図を作成してみた。平

面形は左半部の方が右半部よりも幅が大きし外形線は近似するものの， 左右対称形にはなっていない。

また，厳密にみれば，設計軸に羨道線が乗っていないが，あるいは誤差の内に含まれるとも忠われる。

杉森横穴群D群 4号横穴(10) は玄室の設計軸で展開図を描いたが，奥壁線が 2直角となるものの，

設計軸に羨道線が平行にならず，また左右対称にはなっていない。

以上の展開図の検討から，II)の2軸を重ねた横穴の平面形が (2)，(4)， (5) のように左右対称形

を呈することから，これまで述べてきた 2軸が 「設計軸」である可能性が大であると理解できると思う。

他方， この展開図を検討し，(1)， (8) から平面形の設計が基準軸からの距離を基礎に行われているで

あろうことが窺えよう。しかし，前述したこれらの設計方法の相違が小地域毎にまとまるのか，あるい

は同様な設計の下にある横穴が同時代か否かを年代を追って検証するまでに至っていないのであれ こ

れも今後の課題である。

結語

横穴の平面形がどのように設計されているかを考えてみた。本稿では，比較的玄室平面形の各コーナ

ーがしっかりした横穴を対象にしたが， これらの横穴では 2本の設計軸を設定することで横穴の左右平

面形が同じ規格で計画されている可能性が高くなってきた。勿論，上に検討してきた数例の事例から横

穴全体の設計を窺うつもりはなしまた今回の調査例を含めて楕円形の玄室プランを有する横穴につい

ての言及は避けてきたが，不可知な構造をもった横穴，改変された横穴ゃいくつかの設計法が組み合わ

さった横穴 もあろう。さらに断面形の問題，即ち立体としての横穴には触れる余裕がなかった。ますま

す今後の課題だけが蓄積される結果 となってしまった。蛇足ではあるが，最初にも断わったように，横

穴掘削者がどの場所を計測したかを，われわれ観察者が確定できないにも拘らず，安易に平面形を方眼

座標に乗せて尺を復元 したり ，石室墳との類型化に急ぐあまり ，横穴の形態に関する基本的な内在論的

な検討を回避しではならないと思う。

註 1 これを，子をいっぱいに広け‘た大きさがほぼ身長と同じであることから尋J (約1.5m) と呼び替えてもよいかも知れない。
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C.まとめ

今回の発掘調査において得られた成果を，次にまとめておくことにしよう。

1.岩滑清水ヶ谷横穴群は 3基の横穴からなり 3号 2号 1号の順で構築されたようである。

その年代については 3号横穴が6世紀の後半に号横穴が7世紀の中ごろに造られたと出土した

土器から推定できた。特に 3号横穴はこの地域での横穴の初期の形態を示しており，盗掘を受けて

いない貴重な例である。

2. 横穴の形態は共に丸底フラスコ形の平面形とドーム形の天井形を有している点で共通し 3号横穴

と2号横穴が切り通しを呈し長大な墓道を備えるのに対し 1号横穴てやは墓前域の簡略化あるいは

正面観の拡大と整備が進んでいるようである。

3. 1号横穴の開口部と玄門部には板で封鎖を行ったと推定できる溝が検出されて注目できる。これは

菊川町東平尾横穴群橋本ヶ谷支群3号横穴に典型的にみられる施設で，現在までのところ 7世紀の

中頃に位置づけられる，比較的新しい横穴に見える流行の一形態である。

4. 1号横穴からは 7世紀後半の須恵器と土師器及び刀子が 3号横穴からは 6世紀後半の須恵器と

轡及び玉類が出土している。共に一時期の遺物群であり ，追葬はなかったと 考え ている。

5. 岩滑松ケ谷横穴は単独横穴であり，出土遺物から 6世紀の後半には営まれていたことが判明した。

特にその封鎖施設と墓前域の形態は類例を知らず，この地方の横穴導入期の一形態を示していると

言えよう。さらに 2面の喋床や片付けられた遺物の存在から，追葬があったと判断できる。

墓前域から須恵器杯，玄室内から土師器坪蓋と嚢，さらに玄室内から玉と鉄鉱が出土した。
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図版







図版 11
岩滑清水ヶ谷横穴群

1 .遠景 1(南から)

2.遠景2(東から)

3.調査前景
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図 版VI
岩滑清水ヶ奇横穴群

1. 1号横穴床面
遺物出土状態

1号横穴奥壁
ノミ擾状態

3. 2号横穴
調査前景

2. 
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図版 VIII
岩滑清水ヶ谷横穴群

1 . 2号横穴と 3号横穴

2. 2号横穴天井部ノミ痕

3. 2号横穴左側壁ノミ痕

4. 2号横穴奥壁ノミ擾
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図版 XI 
岩滑清水ヶ谷横穴群

3号横穴遺物出土状態4

3号横穴遺物出土状態5

3. 3号横穴遺物出土状態6

4. 3号横穴玄室内状態
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図版XIV
岩滑松ヶ谷横穴

1 .玄室内遺物出土状態

2.墓道状態 1(上面)

3.墓道状態2(中面)
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図版xv
岩滑清水ヶ苔横穴群

出土遺物 1
3号横穴

5 
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図版 XVI
岩滑清水ヶ谷横穴群

出土遺物2
3号横穴
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24. 3号横穴

2.3. 1号横穴

轡 3号横穴

玉類 3号横穴

鉄鉱松ケ苔横穴
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